
＜10月は食品ロス削減⽉間∕10⽉30⽇は食品ロス削減の⽇＞

「食品ロス」を減らしましょう
１．食品ロスってなあに？

２．食品ロスって何が問題なの？

４．家庭でできる「食品ロス」を減らす工夫

３．家庭から出る食品ロスってどんなものがあるの？

嫌いなものを残したり、

おなかがいっぱいで

食べきれなくなったもの

野菜の皮や茎など、

食べられるところまで

切って捨ててしまうこと

食べ残し
93万トン
41％

過剰除去
35万トン
16％

①食料を大量に生産し、海外から輸入しているのに、捨てている

②ごみ処理に多額のコストがかかる

③可燃ごみとして燃やすことによる環境への負荷

④食品ロスが発生している⼀方、世界で約13人に1人が栄養不⾜（約6.5憶人）

直接廃棄
96万トン
43％

賞味期限や消費期限が

切れるなど未開封のまま

食べずに捨ててしまうこと

まだ食べられるのに捨てられている食べ物のことを「食品ロス」といい、

世界で問題となっています。

日本では、年間461万トンが廃棄されており、その内の約半数が家庭から出されています。
国民一人あたりに換算すると、約102ｇの食べ物が毎⽇捨てられていることになります。
※参考：コンビニなどで販売されているおにぎり1個のご飯の量は約100～120ｇ

（３）外食のとき

（１）買い物のとき

（２）調理や食事のとき

☆食べきれる量を頼む

☆買い物前に、食材をチェック

☆必要な分だけ買う

☆すぐ食べるものはてまえどり

（※商品棚の手前にある商品を選ぶこと）

☆適切に保存する～食べきれない野菜は冷凍や茹でるなどの

　下処理をしてストックする

☆食材を上手に使いきる～残っている食材から使う

☆食べきれる量を作る

☆作りすぎたらリメイクレシピなどで工夫する

残さず食べて、食品ロスを減らしましょう！
監修：シダックス総合研究所
参照：環境省：我が国の食品ロスの発生量の推計値（令和６年度）の公表について 
　  政府広報オンラインHP「今⽇からできる！家庭でできる食品ロス削減」
          消費者庁HP「食品ロスについて知る・学ぶ」
          世界の食料安全保障と栄養の現状（SOFI） 2026年報告 ⓒ2026株式会社シダックスフードサービスNO.2610-2

発生量

合計224万トン
（令和6年度）

食材をチェック

アレンジ！
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